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1. システム概要 

 「簡単会計かんり 豚に小判 v2.0」は、簡易な会計システムです。v2.0 には補助科目管理が追加されました。

日々発生する会計業務を処理する（「仕訳を切る」）ことによって、年度末に「貸借対照表」「損益計算書」が完

成するようになっています。また補助機能として、年別・月別で表示可能な「勘定元帳」「試算表」や、発生頻

度の高い仕訳をテンプレートとして登録することのできる機能が備わっています。 

 当システムを使用するユーザーは、ある程度の簿記の知識が必要です（出来れば日商簿記検定 2 級レベル）。

「決算整理仕訳」「開始記入」など、適切に仕訳データを作成することができる必要があります。なお、当シス

テムには税支援などの機能はありませんのでご注意ください。 

 

 

1-1 初期設定 

 このシステムを使用するにあたり、まず[設定]の初期設定画面にて、各種設定を行ってください（「2-1 初期設

定画面」を参照）。 

 

 

1-2 データ作成の流れ 

 このシステムでは「仕訳を切る」ことがすべてです。ですので、初期設定と勘定科目の作成を終えた後は、基

本的には仕訳データを作成する作業の反復になります。仕訳データの作成を積み重ねると、自動的に「貸借対照

表」「損益計算書」「勘定元帳」「試算表」が作成されていきます。 

 

 

1-3 データ処理状態の判別 

当システムの仕訳データは、処理状態の判別や保護のために、システム内で状態を管理しています。仕訳デー

タを作成すると「修正中」の状態でデータが追加されます。「修正中」の状態の仕訳データは、内訳を編集する

ことができます。編集後 [仕訳確定]ボタンをクリックすると、当データは「確定済」になり、データの編集はで

きなくなります。但し、「確定済」状態の仕訳データは、[仕訳修正]ボタンをクリックすると、状態が「修正中」

に戻り、再度編集が可能になります。 

このシステムでは、年度末に、貸借対照表画面の[決算処理実行]ボタンをクリックし、決算処理を行う必要が

あります。この時、当該年度のすべての仕訳データは、「確定済」の状態でなければなりません。決算処理を実

行すると、対象の仕訳データは「決算処理済」の状態に変わり、修正はできなくなります。 
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付 ボタンの基本動作 

 ボタンは大きく分類すると、①各画面にある基本ボタン、②画面を遷移するボタン、③当画面でのみ使用する

ボタンの 3種類に分けられます。 

 

 ① 各画面にある基本ボタン 

以下のボタンは、各画面の右上にあり、当画面にて使用する基本ボタンです。 

 

  左から順に、次のような機能を備えています。 

1. 前画面に戻る 

2. データ（レコード）を作成する 

3. データ（レコード）を複製する 

4. データ（レコード）を削除する 

5. データ（レコード）を検索する 

6. 全データ（レコード）を表示する 

7. 帳票を印刷する 

 

  ※ボタンの背景色が濃い灰色の場合、その画面での使用はできません。 

 

  1. 前画面に戻る 

画面の移動時には、表示した画面を順番に履歴としてすべて保管しています。このボタンを押すと、現

在表示されている画面の一つ前に表示した画面に戻ります。前画面へ戻ると、その画面から、再度履歴が

保存されていきます。 

 

  2. レコードを作成する 

当画面に関連するレコードを作成します。画面によっては使用できない場合があります。 

 

  3. レコードを複製する 

現在選択されているレコードを複製します。画面によっては使用できない場合があります。 

 

  4. レコードを削除する 

現在選択されているレコードを削除します。削除を実行した場合、削除するレコードに関連付けられた

レコードはすべて削除されますので、ご注意ください。画面によっては使用できない場合があります。 

 

  5. レコードを検索する 

現在表示されている画面にて検索を実行します。検索条件を入力して「Enter」キーを押すと、入力さ

れた検索条件を元に検索が実行されます。複数の検索条件で検索したい場合は、検索条件を入力後、再度

このボタンを押し、別の検索条件を入力してください。 

 

  6. 全レコードを表示する 

現在表示されている画面にて、すべてのレコードを表示します。 
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  7. 帳票を印刷する 

現在表示されている画面に関係する帳票を印刷します。 

 

 ② 画面を遷移するボタン 

画面を移動するボタンは、上部のタブボタンです。画面の移動後は、タブの背景色が白くなり、現在表示

されている画面がどこの画面であるかを確認できます。 

 

 ③ 現在表示中の画面でのみ使用するボタン 

 現在表示中の画面でのみ使用するボタンの機能は画面により異なり、アイコンがボタンになっている場合

もあれば、四角いボタンにテキストが書かれている場合もあります。これらのボタンを押すと、作成や複製、

画面の移動等の、その画面にて特別な動作が実行されます。 

 

※画面によっては使用できないボタンもあります。使用可能なボタンは、カーソルが に変わります。 
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2.各画面について 

 当システムの画面について、以下、画面上の機能や特徴を簡単にご説明します。 

 

 

2-1 初期設定画面 

 

 

初期設定画面では、当システムを使用する前に必ず設定しなければならない期首の設定・会社情報の入力・開

始仕訳の作成を行います。当システムを起動すると、初回のアクセスに限り、自動的にこの画面が表示されて、

設定を行うように促されます。 

 

※初期設定画面の詳細は、以下のとおりです。 

 ①「期首」を設定します。当システムを使用するにあたり、最初に設定してください。このフィールドに値を

入力せずに使用すると、正確な数値が得られません。また、運用を開始してからの会計期間の変更は、シス

テムに重大なエラーが生じる場合があります。 

 

 ②御社の情報を入力します。ここに入力された情報は、各種帳票に表示されます。 

 

③当システムを使用するための開始仕訳を、自動的に作成する補助機能です。[開始仕訳]ボタンをクリックす

① ② 

③ 
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ると、以下の画面に移動します。 

 

 

  画面左上にある[開始年度]フィールドに年度を入力し、各勘定科目に開始時の金額を入力します。該当する

勘定科目が無い場合には、勘定科目画面にて新規に勘定科目を作成してください（「2-2 勘定科目画面」を

参照）。入力が完了したら、[開始仕訳作成]ボタンをクリックしてください。仕訳帳に、開始仕訳が自動的に

作成されます。 

 

  ※開始仕訳は、仕訳帳画面にて、手動で作成しても構いません。 

 

  ※仕訳帳に仕訳データが存在する場合には、[開始仕訳作成]ボタンをクリックしても、処理は実行されずに

中止されます。 
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2-2 勘定科目画面 

 

 

 勘定科目データを作成する画面です。必要最小限と思われる勘定科目は既に登録されていますが、適宜、仕訳

のために必要となる勘定科目を作成してください。勘定科目はマスタデータです。当システムの運用開始後は、

むやみに削除しないでください。 

 

※勘定科目画面の詳細は、以下のとおりです。 

 ①[勘定分類]を選択します。選択された[勘定分類]により、貸借対照表に表示される勘定科目なのか、または

損益計算書に表示される勘定科目なのかなど、勘定科目の性質が決まります。 

 

 ②[表示順]は、勘定元帳・貸借対照表・損益計算書・試算表で、表示される勘定科目の順番です。また、仕訳

帳画面で仕訳を作成する際に、ドロップダウンにて表示される勘定科目も、この[表示順]で表示されます。

なお、[表示順]はテキストフィールドです。入力値の桁数（文字の長さ）を合わせないと、正常に表示され

なくなる場合がありますので、ご注意ください。 

 

 ③[補助科目]は、[勘定科目]のさらに細分化した科目になります。仕訳帳で勘定科目を選択後、補助科目が登

録されている場合、選択ができるようになります。（「2-4 仕訳帳画面」参照） 

登録は必須ではありません。 

 

② ① ③ 
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2-3 事業部画面 

 

 

事業部データを作成する画面です。仕訳帳画面にて仕訳を作成する際に、ここで作成した事業部データがドロ

ップダウンで選択できるようになります。但し、この機能は備忘記録としての機能しかありません。当システム

をカスタマイズされる場合には、是非、ご活用ください。 



簡単会計かんり 豚に小判 v2.0 – ユーザーマニュアル 

10/15 

2-4 仕訳帳画面 

 

 

 

当システムのメイン画面です。仕訳帳一覧画面で、各行にある虫眼鏡のついているアイコンをクリックすると、

この画面に移動します（この画面は仕訳帳修正画面です）。 

 

※仕訳帳画面の詳細は、以下のとおりです。 

 ①[日付]に仕訳日付を入力します。仕訳データを作成すると、今日の日付が自動的に入ります。[日付]は仕訳

を確定する際には、必ず入力されていなければいけませんが、[事業部]と[備考]は任意です。 

 

 ②仕訳の詳細行です。仕訳データを作成すると、借方・貸方の両方に 1 行ずつ、行が自動的に追加されます。

必要に応じて、②枠内の黄色い帯の上にあるアイコンをクリックし、行を追加してください。 

 

 ③科目登録の際は、コードを手入力することも、ドロップダウンリストから選択することも出来ます。 

 

 ④当仕訳データの処理状態が表示されます。下部の[仕訳確定]ボタンをクリックすると、当仕訳データは、「確

定済」の状態に変わり、データの編集はできなくなります（「1-3 データ処理状態の判別」を参照）。 

② 

③ 

① 
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2-5 テンプレート画面 

 

 

 

 頻繁に使用する仕訳をテンプレートとして登録できます。テンプレート一覧画面で、各行にある虫眼鏡のつい

ているアイコンをクリックすると、この画面に移動します。テンプレートを登録しておくと、ボタン 1つで仕訳

データを作成することができますので、大変便利です。有効に活用してください。 

 

※テンプレート画面の詳細は、以下のとおりです。 

 ①ここに入力された[事業部]と[備考]は、仕訳データに反映されます。 

 

 ②テンプレートの詳細行です。テンプレートを作成すると、借方・貸方の両方に 1行ずつ、行が自動的に追加

されます。必要に応じて、②枠内の黄色い帯の上にあるアイコンをクリックし、行を追加してください。な

お、テンプレートでは、貸借の金額が不一致でも構いません。そのままの状態で、仕訳データが作成されま

す。 

 

 ③[仕訳追加]ボタンをクリックすると、このテンプレートと同じ内容の仕訳データが自動的に追加されます。 

② 

③ 

① 
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2-6 勘定元帳画面 

 

 

 各勘定元帳を閲覧するための一覧画面です。画面右上にある[年]フィールドと[月]フィールドに値を入力する

し、各行の右にあるアイコンをクリックすると、その元帳が表示されます。 

[年]フィールドだけに値を入力し、各行の①のアイコンをクリックすると、その年度の元帳が表示されます。

また[月]フィールドにも値を入力し、各行の①のアイコンをクリックすると、その年月度の元帳が表示されます。

なお、指定した年月に該当する仕訳データの状態が「修正中」の場合には、その仕訳データの金額は反映されま

せん。 

②のアイコンは、当該科目に補助科目がある場合、補助科目の一覧へ移動します。（移動後のイメージ「例 2-6-2」

参照） 

 

例 2-6-2） 各行の③のアイコンをクリックすると、その年月度の補助元帳が表示されます。 

① ② 

③ 
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2-7 貸借対照表画面 

 

 

 貸借対照表画面です。画面左上にある[年]フィールドと[月]フィールドに値を入力すると、指定した年度（年

月度）の金額が表示されます。 

[年]フィールドだけに値を入力すると、その年度の金額が表示され、 [月]フィールドにも値を入力すると、そ

の年月度の金額が表示されます。なお、指定した年月に該当する仕訳データの状態が「修正中」の場合には、そ

の仕訳データの金額は反映されません。 

画面左下にある[決算処理実行]ボタンは、各年度末に必ずクリックします。当該年度の仕訳をすべて作成・確

定が完了した後に、[決算処理実行]ボタンをクリックしてください。処理を実行する年度内に「修正中」の仕訳

データがある場合には、処理は行われません。また、既に当年度の処理を実行した場合にも、処理は行われませ

ん。 

[決算処理実行]ボタンをクリックすると、次年度の開始仕訳が自動的に作成されます。また、処理を行った年

度内の仕訳データは「決算処理済」の状態に変わり、修正できなくなります。 
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2-8 損益計算書画面 

 

 

損益計算書画面です。画面左上にある[年]フィールドと[月]フィールドに値を入力すると、指定した年度（年

月度）の金額が表示されます。 

[年]フィールドだけに値を入力すると、その年度の金額が表示され、 [月]フィールドにも値を入力すると、そ

の年月度に関連する金額が表示されます。[年]フィールドと[月]フィールドの下にある「単独」「継続」は、[月]

フィールドに値を入力した際に、有効になります。「単独」を選択した場合には、指定した年月度の金額のみが

表示され、「継続」を指定した場合には、当年度の期首から、指定した年月までの金額が表示されます。なお、

指定した年月に該当する仕訳データの状態が「修正中」の場合には、その仕訳データの金額は反映されません。 
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2-9 試算表画面 

 

 

試算表画面です。画面右上にある[年]フィールドと[月]フィールドに値を入力すると、指定した年度（年月度）

の金額が表示されます。 

[年]フィールドだけに値を入力すると、その年度の金額が表示され、 [月]フィールドにも値を入力すると、そ

の年月度に関連する金額が表示されます。[年]フィールドと[月]フィールドの下にある「単独」「継続」は、[月]

フィールドに値を入力した際に、有効になります。「単独」を選択した場合には、指定した年月度の金額のみが

表示され、「継続」を指定した場合には、当年度の期首から、指定した年月までの金額が表示されます。なお、

指定した年月に該当する仕訳データの状態が「修正中」の場合には、その仕訳データの金額は反映されません。 


